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■プロフィール

■主要業績 

 
   死生観・死生学は、モラルや思想の観点から扱わ
れることが多いようですが、実際には人の心身の健
康と深いかかわりをもつ事柄です。緩和医療の現場
において、当事者や家族の死生観が鋭く問われるこ
とはその典型でしょう。精神科医療や医療一般の中
でも、人生の意味が問われることはきわめて多く、
この問いに対してどのような態度をとるかが、しば
しば病気の予後を左右します。健康は単なる身体的
なコンディションの良否にとどまらず、心理的・社
会的・霊的な拡がりをもつ人生の課題であること
を、「死生観」と「キリスト教」をキーワードとし
て考えてみましょう。  

5月 28日（土） 

石丸昌彦 

◇第3回〈公開〉連続講座 6月18日（土）16：20～17：50  

 佐藤啓介（上智大学大学院実践宗教学研究科教授・死生学専攻） 

東洋英和女学院大学死生学研究所編 
 

死生学年報2022 

スピリチュアルケアの可能性  
    ◆書店にて定価2,500円+税でご注文、ご購入いただけます。 

    ◆お問い合わせ先 東洋英和女学院大学 死生学研究所 

                        shiseigaku@toyoeiwa.ac.jp
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